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 独立行政法人国立病院機構のシンボルマーク  

・国民一人ひとりの健康と我が国の医療の向上を、飛翔する「翼」であらわし、  

柔軟な意識改革を示す毛筆で描きました。                 

・また、Health､Hospital そして患者本意の懇切丁寧を意味する Hospitality の頭文字 

  である「Ｈ」を健全な土台として描き、「翼」と組み合わせました。 

 

 

 

 

 

 

 

独立行政法人国立病院機構九州グループ 

https://kyusyu.hosp.go.jp/ 



国立病院機構の薬剤師業務 
 
 
 業務内容について  

病気の治療に欠かすことのできない「クスリ」。患者さんにとって最も安全で効果

的な薬物療法をしっかりと支えるのが病院薬剤師です。 
 
国立病院機構の薬剤師は、医師・看護師・その他の医療スタッフとともにチーム医

療の一員として、高度な医療を着実に支えるために、調剤・製剤、服薬指導、薬歴管

理、注射薬調剤、医薬品情報管理、リスクマネージメント、医薬品供給・品質管理、

薬物モニタリング、臨床研究、治験等に専門的に取り組んでいます。 
 
また、特定領域において他の医療職の期待に応えることのできる専門薬剤師の養成

を目指し、学会・研修会等への参加をはじめ、院内感染対策チーム、緩和医療チーム、

褥創対策チーム、栄養サポートチーム等への参加、クリティカルパス共同作成等にお

いても実践的な役割を果たしています。 
 
国立病院機構は、わが国最大のネットワーク機能を有しており、国が策定した政策

医療を効率的・効果的に実施できる体制が整っています。このネットワークを活用し

て、薬剤部門としては、災害用医薬品、感染症治療・予防薬等の備蓄や情報公開、ま

た、がん、循環器病、精神疾患といった政策分野ごとの医薬品安全情報の集積や、地

域との医療・健康に関する交流など幅広い分野での取り組みも進めています。 
 
今後は、患者さんの特性に応じた薬物治療の個別化医療が更に進展すると考えら

れ、薬物血中濃度解析や肝臓・腎臓機能からだけでなく、遺伝子解析や代謝酵素活性

などを利用した処方設計が本格化することが予想されますので、これらの調査研究分

野にも積極的に関わっていきたいと考えています。 
 
日進月歩する医療の中で、薬剤師が患者さん中心の医療チームに参画し、その能力

を発揮することが期待されています。業務の拡大・展開に積極的に対応していくため

にも、国立病院機構においては、情熱のある優秀な人材を求めています。 
 
 
 勤務先について  

採用となる病院は、原則採用選考実施病院となります。ただし、薬剤師の人員状況

等によっては、当グループ内２８病院のいずれかの病院に採用となる場合があります。 
なお、採用後は国立病院機構内の各病院、国立高度専門医療研究センター及び九州

管内の国立ハンセン病療養所５施設等との病院間異動があります。 
薬剤師として採用された後、主任薬剤師、副薬剤部（科）長、薬剤部（科）長と昇

任する制度があります。 
また、厚生労働省（東京都）等への人事交流も行われています。 

 
 
 
 
 



採用選考実施要領（薬剤師） 

 
 
１．選考日・会場   

 詳細な日時については、応募状況に応じて選考実施日を決定のうえ、選考応募者

へ個別にご案内します。 
 
 
２．応募資格 

・薬剤師免許所有者又は薬剤師国家試験合格者 
（薬剤師国家試験合格者に、令和７年度に実施された薬剤師国家試験により 

自己採点の結果、免許取得が見込まれる者を含む） 
 
 
３．必要書類（申し込み時送付） 
  ・願書（別紙様式１、写真貼付）              １部 
  ・卒業証書（写）※Ａ４版に縮小したものまたは卒業証明書         １部 
  ・薬剤師免許証（写）※Ａ４版に縮小したもの                １部 
  ・薬剤師国家試験に合格したことを証明できる書類      １部 
   ※「卒業証書」、「卒業証明書」は薬剤師免許取得にかかるものに限ります。 
 
 
 
４．申込期限  随時募集しています（定員に達するまで実施）。 
 
 
５．提出先     〒８６１-１１９６ 熊本県合志市須屋 2659 番地 
              独立行政法人国立病院機構熊本再春医療センター 
         事務部管理課 給与係長 あて 
              ※書留郵便にて、表に「薬剤師受験願書」と朱記のこと 
 
 
６．募集人数  １名 
 
 
７．選考内容  面接試験 
 
 
８．採用予定日 選考試験後に調整（令和９年３月３１日までに採用） 
 
 
９．その他    詳細については実施当日に説明。 
        提出書類はお返しできませんので、あらかじめご了承ください。 



  処  遇  等   
 

 国立病院機構は、国家公務員の制度に準拠した給与や各種手当及び勤務時間・休暇

制度を就業規則として定めています。 

 

 

（１）身  分 

独立行政法人国立病院機構職員 

国立病院機構内の各病院、国立高度専門医療研究センター及び九州管内の 

国立ハンセン病療養所５施設等との病院間異動があります。 

（別紙グループ内病院一覧） 

 

 

（２）勤務時間 

原則として４週８休（週３８時間４５分勤務） 

（病院によっては、早出・遅出勤務、夜勤、宿日直勤務等があります。） 

 

 

（３）給  与（令和７年４月１日の給与規程に基づく） 

①基本給 初任給は、基準額に学歴や経歴を積み上げて決定します。 

     （例）大学６卒 ２２２，７００円 

     （例）大学４卒 ２０２，８００円 

  

②諸手当 業績手当（年間４．２０月分程度） 

住居手当（アパート、借家は最高２７，０００円支給） 

通勤手当（交通機関利用の場合は最高１５０，０００円まで支給） 

その他規定に基づき支給 

 

 

（４）休 暇 等 

①有給休暇あり（年次休暇、リフレッシュ休暇） 

②その他特別休暇あり（結婚、産前・産後、妻の出産、子の看護、介護など） 

③出産、子育て支援制度（育児休業・育児短時間休業等）あり 

 

 


